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食しているのは中国から導入されたものであり，また，縄文
末期から弥生初期にかけて丸木舟で日本に生きていた人々は
食料としてハスを持ち込み，利用したのであり，その時彼ら
の船にあったハスの種子を大賀博士は発芽させることができ
たと言えよう。霞ケ浦周辺での蓮根の栽培の様子を折に触れ
て見て，食料品店に蓮根が並び，食するときそのことまで思
いが到るのである。その時，目にする蓮根の孔は水没に適応
した植物に備えられることとなったいわばシュノーケルであ
り，これを通じて空気が地下に送りこまれるのである。ただ
し，これは根ではなく地下茎であることを思うと理解しやす
いのではないだろうか。なお，蓮根形成の生理学的条件の解
析はこれまで遅れていたが，肥大が光周性に依存しているな
どの環境状況も明らかになりつつあり，また，ゲノム情報も
得られつつあることは上記特集号に紹介されている（今出ら 
2023）。

冒頭にも述べたように，「生物の科学―遺伝」特集号でハ
スはさまざまな背景から紹介されているので，文化的背景も
含めそちらに譲るが，大賀博士について指摘されていない点
を紹介することに努めた。触れた西東京市田無の東京大学生
態調和農学研究機構は研究目的の施設であるので一般には特
定の公開日を除いては公開されている組織ではない。しかし，
そこで維持されているハスの各種資料は一般的にも広く興味
を持たれることであろうと申し上げて，本稿を閉じる。
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2023 年度適 1 試験成績検討会を 2023 年 10 月 13 日に，

2023 年度水稲関係除草剤 直播栽培 ･ 畦畔等 適用性試験

成績検討会を 2023 年 12 月 12 日～ 13 日に，2023 年度水稲

関係除草剤 試験成績中央判定会議を 2023 年 12 月 15 日に

Zoom を用いた Web 会議において開催された ｡ ここに，これ

ら検討会における判定結果を報告する ｡

１） 第一次適用性試験 ( 適 1) は，北海道地域 ( 植調

北海道研究センター )，東北地域 (植調古川研究センター )，

北陸地域(植調新潟試験地)，関東･東海地域(植調研究所)，

近畿 ･ 中国 ･ 四国地域 ( 植調岡山研究センター )，九州地

域 ( 植調福岡研究センター ) の全国 6 地域および砂壌土条

件(植調研究所千葉支所)において，12薬剤(総点数84点 )

が試験実施された ｡その結果は，第 2表のとおりである ｡

２） 第二次適用性試験 ( 適 2) は，のべ 342 薬剤 ( 総

点数 897 点 ) であり，その内訳を第 1 表にまとめた ｡ これ

ら適 2の判定結果は第 3表のとおりである ｡

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2023 年度水稲作関係除草剤試験判定結果の概要

2023 年度水稲作関係除草剤試験 判定

　　　 第 1表 2023 年度適 2試験実施薬剤数・点数

2023年度水稲作関係除草剤試験判定結果　13 

 

2023 年度水稲作関係除草剤試験判定結果の概要 

(公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 

 

2023 年度適 1 試験成績検討会を 2023 年 10 月

13 日に，2023 年度水稲関係除草剤 直播栽培･畦

畔等 適用性試験成績検討会を2023年12月12日

～13 日に，2023 年度水稲関係除草剤 試験成績中

央判定会議を 2023 年 12 月 15 日に Zoom を用い

た Web 会議において開催された｡ここに，これら

検討会における判定結果を報告する｡ 

 

１） 第一次適用性試験(適 1)は，北海道地域

(植調北海道研究センター)，東北地域(植調

古川研究センター)，北陸地域(植調新潟試験

地)，関東･東海地域(植調研究所)，近畿･中

国･四国地域(植調岡山研究センター)，九州

地域(植調福岡研究センター)の全国 6 地域お

よび砂壌土条件(植調研究所千葉支所)にお

いて，12 薬剤(総点数 84 点)が試験実施され

た｡その結果は，第 2 表のとおりである｡ 

 

２） 第二次適用性試験(適 2) は，のべ 342 薬

剤(総点数 897 点)であり，その内訳を第 1 表

にまとめた｡これら適 2 の判定結果は第 3 表

のとおりである｡ 

 

 

22002233 年年度度水水稲稲作作関関係係除除草草剤剤試試験験判判定定  

第 1 表 2023 年度適 2 試験実施薬剤数･点数 

A-1S 移植栽培(問題雑草一発処理) 9 剤 35 点 A-4 特殊雑草対象 内訳  

    問題雑草のみ対象とした試験 (35 点中 9 点) アゼガヤ 4 剤 5 点 

A-1 移植栽培(一発処理) 67 剤 290 点 イボクサ 2 剤 4 点 

A-2 移植栽培(体系処理:初期) 13 剤 56 点 エゾノサヤヌカグサ 7 剤 8 点 

A-3 移植栽培(体系処理:中後期) 17 剤 68 点 オモダカ 28 剤 56 点 

A-4 移植栽培(特殊雑草対象) のべ 187 剤 283 点 キシュウスズメノヒエ 6 剤 14 点 

A-5 移植栽培(その他) 1 剤 7 点 クサネム 2 剤 4 点 

B-1 直播栽培(移植 A-1 剤) 19 剤 72 点 クログワイ 17 剤 38 点 

B-2 直播栽培(移植 A-2 剤) 2 剤 5 点 コウキヤガラ 26 剤 45 点 

B-3 直播栽培(移植 A-3 剤) 11 剤 45 点 シズイ 49 剤 50 点 

B-4 直播栽培(特殊雑草対象) のべ 4 剤 4 点 ナガエツルノゲイトウ 22 剤 23 点 

B-5 直播栽培(その他) 2 剤 8 点 ミズアオイ 6 剤 6 点 

C  畦畔 6 剤 13 点 雑草イネ 18 剤 30 点 

D  耕起前等 3 剤 6 点 B-4 特殊雑草対象 内訳  

E  休耕田 1 剤 5 点 オオクサキビ 2 剤 2 点 

   コウキヤガラ 2 剤 2 点 
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第 2表　2023 年度水稲関係除草剤適 1試験成績結果のまとめ第2表　2023年度　水稲関係除草剤適1試験　成績結果のまとめ
※実施場所別評価については，「◎：実用性ありと判断できる，○：実用性ありと判断できるものの継続検討を要する，△：継続検討を要する」を表す。

対象草種＊は北海道ではミズアオイで実施。

対　象　草　種

ノ

ビ

エ

カ

ヤ

ツ

リ

グ

サ

コ

ナ

ギ

＊

そ

の

他

広

葉

マ

ツ

バ

イ

ホ

タ

ル

イ

ミ

ズ

ガ

ヤ

ツ

リ

ウ

リ

カ

ワ

ヒ

ル

ム

シ

ロ

セ

リ

北

海

道

古

川

新

潟

植

調

研

岡

山

福

岡

千

葉
!

砂
"

1
+3 500mL ○ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎

ノビエ2.5L 500mL ◎ △ △ ○ △ ◎ ◎

ノビエ3L 500mL ◎ △ △ △ △ ◎ ◎

2 +0 250g ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

+5（J北海道，J千葉のみ） 250g ○ ◎

ノビエ3L 250g ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ノビエ3.5L 250g ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

3 +0 250mL △ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

+3 250mL △ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ノビエ2L 250mL ◎ ○ △ ○ ○ ○ ◎

ノビエ2.5L 250mL ◎ ○ △ ○ ○ ○ ◎

4 +0 25g×10個 △ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

+0 25g×20個（倍量）

ノビエ3.5L 25g×10個 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

ノビエ4L 25g×10個 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

5 +0 1kg △ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

+0 2kg（倍量）

ノビエ3.5L 1kg ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

ノビエ4L 1kg ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

6 +0→

一発剤（+14～+20）
12.5mL〈500mL〉→後処理 ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎

ノビエ1L→

一発剤（+14～+20）
12.5mL〈500mL〉→後処理 ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎

7 植代後（～-7）→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

+0→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

ノビエ発生始→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

ノビエ1L→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎

8 +0→

後処理剤（+20～+30）
500mL→後処理 △ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1L→

後処理剤（+20～+30）
500mL→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1.5L→

後処理剤（+20～+30）
500mL→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

9 +0→

後処理剤（+20～+30）
1kg→後処理 △ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1L→

後処理剤（+20～+30）
1kg→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1.5L→

後処理剤（+20～+30）
1kg→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

◯ ○

A　体系処理（初期）として

移植直後～

ノビエ1.5葉期

（北海道での薬害）

NC-663-1kg　粒

シクロピラニル：0.40%

ジメスルファゼット：1.35%

ジメタメトリン：0.60%

［日産化学］

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

!

○

"

A　一発処理剤の前処理剤と

して

移植前7日，移植直後～

ノビエ1葉期

（ノビエ1葉期処理での除草

効果，北陸，九州での除草

効果）

NC-663　フロアブル

シクロピラニル：0.60%

ジメスルファゼット：2.7%

ジメタメトリン：1.2%

［日産化学］

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○

A　体系処理（初期）として

移植直後～

ノビエ1.5葉期

（北海道での薬害）

MIH-221　フロアブル

（少量散布）

シクロピリモレート：2.7%

ピラゾレート：16.3%

［三井化学クロップ＆ライフソ

リューション］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

!

○

"

○ ○

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ4葉期

（+0処理での薬害）

KYH-2301　SC

シクロピラニル：36.2%

［協友アグリ］
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理剤の前処理剤と

して

移植直後～

ノビエ1葉期

（九州での除草効果）

KUH-231-1kg　粒

既知化合物A：3.0%

新規化合物B：2.5%

既知化合物C：0.75%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ2.5葉期

（北陸での除草効果，+0処理

および+3処理での薬害）

KUH-231　ジャンボ

（兼250g拡散粒）

既知化合物A：12.0%

新規化合物B：10.0%

既知化合物C：3.0%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ4葉期

（+0処理での薬害）

HOK-2301-250g　拡散粒

シクロピリモレート：4.0%

テフリルトリオン：8.0%

トリアファモン：2.0%

［北興化学工業］

〇 〇 〇 〇 〇

HSW-2301　フロアブル

シクロピリモレート：3.7%

テフリルトリオン：7.3%

フェントラザミド：11.0%

［ホクサン］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 〇 〇 〇 〇

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ3.5葉期

○ ○

No.
薬剤名・剤型

［委託会社］
処理時期

薬量

＜散布水量＞

/10a

実施場所別評価※ 実用性の評価

A：実用化の可能性あり

Aと評価とした区分，処理

時期

（　）は，確認事項

B：実用化には問題あり

HOK-2002　フロアブル

プロピリスルフロン：18g/L

フロルピラウキシフェンベンジ

ル：10g/L

［北興化学工業］

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

A　一発処理として

移植後3日～

ノビエ3葉期

（ホタルイに対する除草効

果）
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第 2表　2023 年度水稲関係除草剤適 1試験成績結果のまとめ第2表　2023年度　水稲関係除草剤適1試験　成績結果のまとめ
※実施場所別評価については，「◎：実用性ありと判断できる，○：実用性ありと判断できるものの継続検討を要する，△：継続検討を要する」を表す。

対象草種＊は北海道ではミズアオイで実施。
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1
+3 500mL ○ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎

ノビエ2.5L 500mL ◎ △ △ ○ △ ◎ ◎

ノビエ3L 500mL ◎ △ △ △ △ ◎ ◎

2 +0 250g ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

+5（J北海道，J千葉のみ） 250g ○ ◎

ノビエ3L 250g ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ノビエ3.5L 250g ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

3 +0 250mL △ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

+3 250mL △ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ノビエ2L 250mL ◎ ○ △ ○ ○ ○ ◎

ノビエ2.5L 250mL ◎ ○ △ ○ ○ ○ ◎

4 +0 25g×10個 △ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

+0 25g×20個（倍量）

ノビエ3.5L 25g×10個 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

ノビエ4L 25g×10個 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

5 +0 1kg △ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

+0 2kg（倍量）

ノビエ3.5L 1kg ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

ノビエ4L 1kg ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

6 +0→

一発剤（+14～+20）
12.5mL〈500mL〉→後処理 ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎

ノビエ1L→

一発剤（+14～+20）
12.5mL〈500mL〉→後処理 ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎

7 植代後（～-7）→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

+0→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

ノビエ発生始→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

ノビエ1L→

一発剤（+14～+20）
300mL→後処理 ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎

8 +0→

後処理剤（+20～+30）
500mL→後処理 △ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1L→

後処理剤（+20～+30）
500mL→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1.5L→

後処理剤（+20～+30）
500mL→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

9 +0→

後処理剤（+20～+30）
1kg→後処理 △ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1L→

後処理剤（+20～+30）
1kg→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ノビエ1.5L→

後処理剤（+20～+30）
1kg→後処理 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

◯ ○

A　体系処理（初期）として

移植直後～

ノビエ1.5葉期

（北海道での薬害）

NC-663-1kg　粒

シクロピラニル：0.40%

ジメスルファゼット：1.35%

ジメタメトリン：0.60%

［日産化学］

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

!

○

"

A　一発処理剤の前処理剤と

して

移植前7日，移植直後～

ノビエ1葉期

（ノビエ1葉期処理での除草

効果，北陸，九州での除草

効果）

NC-663　フロアブル

シクロピラニル：0.60%

ジメスルファゼット：2.7%

ジメタメトリン：1.2%

［日産化学］

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○

A　体系処理（初期）として

移植直後～

ノビエ1.5葉期

（北海道での薬害）

MIH-221　フロアブル

（少量散布）

シクロピリモレート：2.7%

ピラゾレート：16.3%

［三井化学クロップ＆ライフソ

リューション］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

!

○

"

○ ○

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ4葉期

（+0処理での薬害）

KYH-2301　SC

シクロピラニル：36.2%

［協友アグリ］
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理剤の前処理剤と

して

移植直後～

ノビエ1葉期

（九州での除草効果）

KUH-231-1kg　粒

既知化合物A：3.0%

新規化合物B：2.5%

既知化合物C：0.75%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ2.5葉期

（北陸での除草効果，+0処理

および+3処理での薬害）

KUH-231　ジャンボ

（兼250g拡散粒）

既知化合物A：12.0%

新規化合物B：10.0%

既知化合物C：3.0%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ4葉期

（+0処理での薬害）

HOK-2301-250g　拡散粒

シクロピリモレート：4.0%

テフリルトリオン：8.0%

トリアファモン：2.0%

［北興化学工業］

〇 〇 〇 〇 〇

HSW-2301　フロアブル

シクロピリモレート：3.7%

テフリルトリオン：7.3%

フェントラザミド：11.0%

［ホクサン］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 〇 〇 〇 〇

A　一発処理として

移植直後～

ノビエ3.5葉期

○ ○

No.
薬剤名・剤型

［委託会社］
処理時期

薬量

＜散布水量＞

/10a

実施場所別評価※ 実用性の評価

A：実用化の可能性あり

Aと評価とした区分，処理

時期

（　）は，確認事項

B：実用化には問題あり

HOK-2002　フロアブル

プロピリスルフロン：18g/L

フロルピラウキシフェンベンジ

ル：10g/L

［北興化学工業］

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

A　一発処理として

移植後3日～

ノビエ3葉期

（ホタルイに対する除草効

果）
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※実施場所別評価については，「◎：実用性ありと判断できる，○：実用性ありと判断できるものの継続検討を要する，△：継続検討を要する」を表す。

対象草種＊は北海道ではミズアオイで実施。

対　象　草　種

ノ

ビ

エ

カ

ヤ

ツ

リ

グ

サ

コ

ナ

ギ

＊

そ

の

他

広

葉

マ

ツ

バ

イ

ホ

タ

ル

イ

ミ

ズ

ガ

ヤ

ツ

リ

ウ

リ

カ

ワ

ヒ

ル

ム

シ

ロ

セ

リ

北

海

道

古

川

新

潟

植

調

研

岡

山

福

岡

千

葉
!

砂
"

No.
薬剤名・剤型

［委託会社］
処理時期

薬量

＜散布水量＞

/10a

実施場所別評価※ 実用性の評価

A：実用化の可能性あり

Aと評価とした区分，処理

時期

（　）は，確認事項

B：実用化には問題あり

10 植代後（-7）→

一発剤（+14）
250mL→後処理 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

+0→

一発剤（+14～+20）
250mL→後処理 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ1.5L→

一発剤（+14～+20）
250mL→後処理 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

11 植代後（-7）→

一発剤（+14）
0.5kg→後処理 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

+0→

一発剤（+14～+20）
0.5kg→後処理 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ1.5L→

一発剤（+14～+20）
0.5kg→後処理 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

12 前処理剤→+14 前処理→500mL〈100L〉 △ △ ◎ ○ ○ ○ △

前処理剤→+20 前処理→500mL〈100L〉 △ ◎ ◎ ○ ○ ○ △

前処理剤→+35 前処理→500mL〈100L〉 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

ノビエ5L 500mL〈100L〉

ノビエ6L 500mL〈100L〉

前処理剤→幼穂形成期

（J牛久，J福岡のみ）
前処理→500mL〈100L〉

A　一発処理剤の前処理剤と

して

移植前7日，移植直後～

ノビエ1.5葉期

HOK-2302　　フロアブル

ペノキススラム：0.67%

ベンタゾン：35.4%

［北興化学工業］

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

A　体系処理（中後期）として

移植後14日～35日

（ノビエ6葉期処理での除草

効果，+14処理および+20処

理での薬害）

SB-618-1kg　粒

（少量散布）

既知化合物A：0.9%

ベンゾビシクロン：3.0%

［エス・ディー・エス　バイオ

テック］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SB-618　フロアブル

（少量散布）

既知化合物A：18.0g/L

ベンゾビシクロン：60.0g/L

［エス・ディー・エス　バイオ

テック］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A　一発処理剤の前処理剤と

して

移植前7日，移植直後～

ノビエ1.5葉期
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第3表　2023年度水稲関係除草剤適2試験判定結果一覧

区　　分 実　・　継 継

A-1S KYH-2002ジャンボ／200g拡散粒 KYH-2002フロアブル

A-1S KYH-2002-1kg粒 NC-655顆粒水和

A-1S S-9380ジャンボ／300g拡散粒 S-9380フロアブル

A-1S S-9655フロアブル S-9732ジャンボ／400g拡散粒

A-1S S-9732フロアブル

A-1 BCH-156ジャンボ BCH-191-1kg粒 HOK-1801-250g拡散粒 HOK-2001-250g拡散粒

A-1 HOK-1702フロアブル HOK-1703ジャンボ HOK-2002-250g拡散粒 HOK-2002フロアブル

A-1 HOK-1703フロアブル HOK-1703-1kg粒 HOK-2101-250g拡散粒 HOK-2103-250g拡散粒

A-1 HOK-1802-250g拡散粒 KUH-013Kジャンボ HOK-2201-250g拡散粒 HOK-2201-1kg粒

A-1 KUH-013K-250g拡散粒 KUH-013K-1kg粒 HOK-2301-250g拡散粒 HSW-2203フロアブル

A-1 KUH-191ジャンボ KUH-191フロアブル HSW-2301フロアブル KUH-221-250g拡散粒

A-1 * KUH-191-1kg粒 KUH-201ジャンボ／250g拡散粒 KUH-231ジャンボ/250g拡散粒 KUH-231-1kg粒

A-1 KUH-201フロアブル KUH-201-1kg粒 KYH-2101ジャンボ／250g拡散粒 KYH-2101-1kg粒

A-1 KUH-202-1kg粒 KUH-203ジャンボ／250g拡散粒 KYH-2201ジャンボ／250g拡散粒 KYH-2201-1kg粒

A-1 KUH-203-1kg粒 * KUH-221ジャンボ／250g拡散粒 SB-618フロアブル SB-618-1kg粒

A-1 * KUH-221フロアブル * KUH-221-1kg粒

A-1 KYH-1701ジャンボ／400g拡散粒 KYH-1701フロアブル

A-1 KYH-1701-1kg粒 KYH-1802フロアブル

A-1 KYH-2003ジャンボ／200g拡散粒 KYH-2003フロアブル

A-1 * KYH-2003-1kg粒 KYH-2004ジャンボ／400g拡散粒

A-1 KYH-2004フロアブル KYH-2004-1kg粒

A-1 * KYH-2101フロアブル KYH-2104-250g拡散粒

A-1 * KYH-2201フロアブル MIH-211-0.5kg粒

A-1 MIH-212フロアブル MIH-213ジャンボ

A-1 NC-651ジャンボ NC-651-1kg粒

A-1 NC-655-1kg粒 * SYJ-222ジャンボ／300g拡散粒

A-1 SW-062フロアブル

A-2 KYH-1803ジャンボ／200g拡散粒 * KYH-1803-1kg粒 HOK-2104フロアブル KYH-1901ジャンボ／250g拡散粒

A-2 KYH-1901フロアブル * KYH-1901-1kg粒 MIH-221フロアブル(少量散布) NC-663フロアブル

A-2 * MIH-221フロアブル NC-663-1kg粒 SB-618フロアブル(少量散布)

A-2 SB-618-1kg粒(少量散布)

A-3 BAH-1501-1kg粒 * CAH-2001EC DAH-1501ジャンボ／200g拡散粒 JAC-05ME液

A-3 DAH-1501-1kg粒 DAH-1502 EC(200mL/10a) KYH-1701フロアブル KYH-1701-1kg粒

A-3 KUH-163-250g拡散粒 MIH-164-1kg粒

A-3 MIH-201-1kg粒 MIH-202ジャンボ

A-3 * NC-656SC * NC-657ジャンボ／300g拡散粒

A-3 NC-657-1kg粒 * NC-658ジャンボ／300g拡散粒

A-3 S-9380-1kg粒

　注）移植水稲では６地域（北海道，東北，北陸，関東・東海，近畿・中国・四国，九州）いずれかで，直播水稲では湛水直播，

　　　乾田直播いずれかで「実･継」と判定された薬剤を記載した。

　 　 本年度初めて「実・継」判定された薬剤には「*」を記した。

　　　A-5，B-5区分において｢実･継｣判定でなく，除草効果･薬害に一定の整理ができると判定された薬剤は，<>をつけて区別した。

第 3表　2023 年度水稲関係除草剤適 2試験判定結果一覧
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第3表　2023年度水稲関係除草剤適2試験判定結果一覧

区　　分 実　・　継 継

A-1S KYH-2002ジャンボ／200g拡散粒 KYH-2002フロアブル

A-1S KYH-2002-1kg粒 NC-655顆粒水和

A-1S S-9380ジャンボ／300g拡散粒 S-9380フロアブル

A-1S S-9655フロアブル S-9732ジャンボ／400g拡散粒

A-1S S-9732フロアブル

A-1 BCH-156ジャンボ BCH-191-1kg粒 HOK-1801-250g拡散粒 HOK-2001-250g拡散粒

A-1 HOK-1702フロアブル HOK-1703ジャンボ HOK-2002-250g拡散粒 HOK-2002フロアブル

A-1 HOK-1703フロアブル HOK-1703-1kg粒 HOK-2101-250g拡散粒 HOK-2103-250g拡散粒

A-1 HOK-1802-250g拡散粒 KUH-013Kジャンボ HOK-2201-250g拡散粒 HOK-2201-1kg粒

A-1 KUH-013K-250g拡散粒 KUH-013K-1kg粒 HOK-2301-250g拡散粒 HSW-2203フロアブル

A-1 KUH-191ジャンボ KUH-191フロアブル HSW-2301フロアブル KUH-221-250g拡散粒

A-1 * KUH-191-1kg粒 KUH-201ジャンボ／250g拡散粒 KUH-231ジャンボ/250g拡散粒 KUH-231-1kg粒

A-1 KUH-201フロアブル KUH-201-1kg粒 KYH-2101ジャンボ／250g拡散粒 KYH-2101-1kg粒

A-1 KUH-202-1kg粒 KUH-203ジャンボ／250g拡散粒 KYH-2201ジャンボ／250g拡散粒 KYH-2201-1kg粒

A-1 KUH-203-1kg粒 * KUH-221ジャンボ／250g拡散粒 SB-618フロアブル SB-618-1kg粒

A-1 * KUH-221フロアブル * KUH-221-1kg粒

A-1 KYH-1701ジャンボ／400g拡散粒 KYH-1701フロアブル

A-1 KYH-1701-1kg粒 KYH-1802フロアブル

A-1 KYH-2003ジャンボ／200g拡散粒 KYH-2003フロアブル

A-1 * KYH-2003-1kg粒 KYH-2004ジャンボ／400g拡散粒

A-1 KYH-2004フロアブル KYH-2004-1kg粒

A-1 * KYH-2101フロアブル KYH-2104-250g拡散粒

A-1 * KYH-2201フロアブル MIH-211-0.5kg粒

A-1 MIH-212フロアブル MIH-213ジャンボ

A-1 NC-651ジャンボ NC-651-1kg粒

A-1 NC-655-1kg粒 * SYJ-222ジャンボ／300g拡散粒

A-1 SW-062フロアブル

A-2 KYH-1803ジャンボ／200g拡散粒 * KYH-1803-1kg粒 HOK-2104フロアブル KYH-1901ジャンボ／250g拡散粒

A-2 KYH-1901フロアブル * KYH-1901-1kg粒 MIH-221フロアブル(少量散布) NC-663フロアブル

A-2 * MIH-221フロアブル NC-663-1kg粒 SB-618フロアブル(少量散布)

A-2 SB-618-1kg粒(少量散布)

A-3 BAH-1501-1kg粒 * CAH-2001EC DAH-1501ジャンボ／200g拡散粒 JAC-05ME液

A-3 DAH-1501-1kg粒 DAH-1502 EC(200mL/10a) KYH-1701フロアブル KYH-1701-1kg粒

A-3 KUH-163-250g拡散粒 MIH-164-1kg粒

A-3 MIH-201-1kg粒 MIH-202ジャンボ

A-3 * NC-656SC * NC-657ジャンボ／300g拡散粒

A-3 NC-657-1kg粒 * NC-658ジャンボ／300g拡散粒

A-3 S-9380-1kg粒

　注）移植水稲では６地域（北海道，東北，北陸，関東・東海，近畿・中国・四国，九州）いずれかで，直播水稲では湛水直播，

　　　乾田直播いずれかで「実･継」と判定された薬剤を記載した。

　 　 本年度初めて「実・継」判定された薬剤には「*」を記した。

　　　A-5，B-5区分において｢実･継｣判定でなく，除草効果･薬害に一定の整理ができると判定された薬剤は，<>をつけて区別した。

第 3表　2023 年度水稲関係除草剤適 2試験判定結果一覧
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